
手角関数の『合成』とは?(その②)`′

前回の犬プリで「三角関数の『合成』とは加法定理の単なる逆に過ぎない」

と述べ,加法定理を常に意識して合成するように説明しました

今回は三角関数のグラフを使って『合成』の意味を考えたいと思います.

例えば,Sin θ十護発os θを合成すると次のようになります (途中は省略).

sin θ―卜V写 しos θ==2 sin(θ +争
)

この式を次のように解釈します
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υ=sin θのグラフとυ=√発os θのグ
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つまり,『合成』とは 2つのグラフの足し合わせだというのです

本当にそうなっているのか実際にグラフを使って検証してみよう.

=sin 0 0グうフ
に

3)のグラフtをにな磁ヒこんば良じ氏不ジます。
よわからぞヽヽハ乙./r7けてけます(図④～③)。
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図② 卜√丁6SOの フラフ
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イ々のズのソt3ιt、 ヽヽ3ヽ 3)猥 1,て け》とょ、、て'いうo

t,と 図①のグラフと図②のノラフ乏メレイわご∂と厚③のグラフノで
徴が熱いされ
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